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最盛期の江戸時代の街道筋の景観や家並・多数の間歩(坑道)などがそっくりそのまま残る

また、すぐ近くで 銅の露頭がみられるのにもびっくりしました

【2016.8.19. 多田銀銅山の鉱山町「銀山」を歩く】

• 猪名川町広根「銀山口」から銀山川に沿って 多田金銅山の鉱山町「銀山」へ

• 悠久の広場 明治の銅精錬所跡 & 悠久の館 多田銀銅山関係展示見学

• 悠久広場から 多田銀山の鉱山町「銀山」の街歩き
代官所跡・銀山橋高札・本町(甘露寺・本町の家並)・銀山川源流の合流点

4. 多田銀銅山の「山の神」金山彦神社・青木間歩の坑道内見学

5. 多田銀銅山の大露頭から大切間歩・瓢箪間歩へ

【2016.8.19.多田銀銅山の鉱山町「銀山」 の再訪 疑問点を確かめる 】

1.多田銀銅山の江戸時代の繁栄をもたらした銀の大鉱脈が開坑された大口間歩の位置?

2. 鉱山町「銀山」 江戸時代の製錬場(採銅所)がよくわからない

3. 多田銀銅山の製錬スラグは磁石にくっつかないのか・・・・・

4 現説資料で知った間歩や銅選鉱・製錬遺構が出た猪渕谷坑道群 間歩ヶ谷支群
新名神道路建設中の県道324 猪渕川沿いを西へ遡る .

◎ 追補参考資料と参考資料リスト

By Mutsu Nakanishi   2016.9.5.
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北摂の山並に源をはっした猪名川が南へ流れ下ってゆく川西池田北摂の山並に源をはっした猪名川が南へ流れ下ってゆく川西池田
この奥の山並みは中国山地の「生野」から南東へ銀・銅・鉛などの鉱脈が延びるこの奥の山並みは中国山地の「生野」から南東へ銀・銅・鉛などの鉱脈が延びる
古代からの摂津の金属資源対地帯古代からの摂津の金属資源対地帯 その中心は「多田銀銅鉱山」その中心は「多田銀銅鉱山」

奈良の大仏の銅を産し、多田源氏・秀吉の隠し蔵奈良の大仏の銅を産し、多田源氏・秀吉の隠し蔵 そして徳川の財政を支えるなどそして徳川の財政を支えるなど
数々のロマンを秘めた黄金伝承を秘め、数々のロマンを秘めた黄金伝承を秘め、
かつての繁栄を忍ばせる鉱山町の景観と家並を山中に残して静かに眠っているかつての繁栄を忍ばせる鉱山町の景観と家並を山中に残して静かに眠っている

名前だけは昔からよく知っている「多田銀銅山」ですが、訪れたことはない名前だけは昔からよく知っている「多田銀銅山」ですが、訪れたことはない
私にとって私にとって この猪名川が流れ下る北摂の山並みにはこの猪名川が流れ下る北摂の山並みには
プレゼントの箱を開く時のようなプレゼントの箱を開く時のような ワクワクとしたうれしさがあるワクワクとしたうれしさがある

川西池田を流れ下る猪名川川西池田を流れ下る猪名川 2016.8.19.2016.8.19. 阪急電車の車窓より阪急電車の車窓より



中国山地生野から丹波高地を南東へ延びる中国山地生野から丹波高地を南東へ延びる
銀・銅・鉛・亜鉛等々の鉱物資源帯銀・銅・鉛・亜鉛等々の鉱物資源帯

摂津国 北摂の鉱物資源帯 多田銀銅山 & 能勢・猪名川

多田銀銅山を中心とした兵庫県猪名川町や川西市、宝塚市 そして 大阪府豊能町など十数キロ四方に広がる山里
の地域には 古代から 多数の小規模な鉱床が散在する鉱山地帯。
その中心 猪名川町多田銀銅山は銀・銅を主とする大鉱山。 その最盛期は16世紀後半～18世紀前半 吹屋（ふき
や）（精錬所・採銅所）が76軒も立ち、そのにぎわいぶりは「銀山三千軒」と呼ばれた。
江戸時代には、新たな銀の大鉱脈が発見されると幕府直轄となり、 最盛期 その生産量は銀で佐渡 銅で足尾に次
ぐ大鉱山となって国をささえた。 その後 資源の枯渇とともに衰退しつつも、明治になって民営化されるが、引き続き
昭和40年代まで 生産がつつけられたという。



阪急川西能勢口駅阪急川西能勢口駅

能勢電能勢電 日生中央駅日生中央駅

北の能勢から流れ下る猪名川北の能勢から流れ下る猪名川 川西池田で川西池田で

川西から猪名川にかけての丘陵地に広がるニュータウン群川西から猪名川にかけての丘陵地に広がるニュータウン群
この丘陵地の奥に多田銀銅山が眠っているこの丘陵地の奥に多田銀銅山が眠っている

東大寺大仏の銅伝承が残る 摂津国北摂の鉱物資源帯 能勢・猪名川

多田源氏・秀吉の隠し蔵多田源氏・秀吉の隠し蔵 「多田銀銅山」を歩く「多田銀銅山」を歩く 2016.2016. 8.18.8.18.& 8.24.& 8.24.
多田銀銅山の最盛期の江戸時代の鉱山町の景観や家並が残る街道筋 & 周囲の山中には多数の間歩(坑道)
緑に包まれた銅山川の狭い谷筋に沿って かつて栄えた多田銀銅山の鉱山町がそっくりそのままうずもれている。
まじかに銅鉱脈の大露頭や多くの間歩を見学し、銀銅山を支えた大口間歩の岩山(念力山)を訪ねたのもうれしい。
また、今この山郷で工事が進む新名神の工事現場にも 足をはこびました。



「多田銀銅山」の位置「多田銀銅山」の位置



「多田銀銅山」の位置「多田銀銅山」の位置



能勢電 日生中央駅から約10分 川西能勢口から約30分
多田銀銅山への入口 銀山口 2016.8.19. 11:0411:04

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ





銀山口バス停のある猪名川町広根西郷銀山口バス停のある猪名川町広根西郷 2016.38.19.2016.38.19.
その向こうの広い十字路を左へ曲がるとその向こうの広い十字路を左へ曲がると 多田銀銅山への道である多田銀銅山への道である
能勢電が東の猪名川沿いを遡るのに対し、ニュータウンの丘を幾つも越えて能勢電が東の猪名川沿いを遡るのに対し、ニュータウンの丘を幾つも越えて 川西からまっすぐ北へ川西からまっすぐ北へ 広い県道が猪名川町広い県道が猪名川町

さらに篠山へと結んでいる。さらに篠山へと結んでいる。 現在現在 この広根地区の中をこの広根地区の中を 東西に新名神高速道路並びに川西東西に新名神高速道路並びに川西ICICの建設が急ピッチで進み、の建設が急ピッチで進み、

都市化の波がハイスピードで進んでおり、大きな道路建設現場がバス停のすぐ東の田園の中に見える都市化の波がハイスピードで進んでおり、大きな道路建設現場がバス停のすぐ東の田園の中に見える

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ



銀山口バス停のある猪名川町広根西郷銀山口バス停のある猪名川町広根西郷 2016.38.192016.38.19..
ここから左へ斜めに集落の中を抜けた先で広い道路と合流してここから左へ斜めに集落の中を抜けた先で広い道路と合流して 多田銀銅山へ道が続く多田銀銅山へ道が続く

一つ北の十字路にある銀山への案内標識一つ北の十字路にある銀山への案内標識

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ



猪名川町広根西郷の集落を抜けて西へ猪名川町広根西郷の集落を抜けて西へ 多田銀銅山への道多田銀銅山への道 2016.38.19.2016.38.19.
銀銅山銀銅山 銀山町の家並の中央部にあるふるさと館「悠久の館」まで銀山町の家並の中央部にあるふるさと館「悠久の館」まで1.9km1.9km

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ



集落を抜けると集落を抜けると 広い道路の北側には広根の田園地帯が広がり、広い道路の北側には広根の田園地帯が広がり、
正面の丘の山裾に広根素戔嗚神社がありました。正面の丘の山裾に広根素戔嗚神社がありました。 この丘の上が猪名川パーこの丘の上が猪名川パー
クタウンの白銀町。クタウンの白銀町。 この丘の西側を回り込んで北に銀銅山の道が続いているこの丘の西側を回り込んで北に銀銅山の道が続いている

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ



広根大水口十字路から西へ 銀銅山の道 右手鉄塔の見える丘がパークタウン 白金町
銀山への道はこの丘の西端下を流れる銀山側に沿って、丘を回り込んで北へと続く 上記写真はインターネットより採取

広根大水口から眺めた西側広根大水口から眺めた西側 銀銅山山への道銀銅山山への道 2016.8.24.2016.8.24. 再訪時の写真です再訪時の写真です

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ



銅銀山への道銅銀山への道 20106.8.19.20106.8.19. 11:1711:17
ちょっとちょっと 広根素戔嗚神社に立ち寄ってから、銀銅山へ向かう広根素戔嗚神社に立ち寄ってから、銀銅山へ向かう
左手左手 藪の中を銀山川の谷川流れ藪の中を銀山川の谷川流れ 右手右手 パークタウン白金の街が広がる丘にパークタウン白金の街が広がる丘に

挟まれた谷筋挟まれた谷筋 銀山川に沿って、緩い坂銀山川に沿って、緩い坂 一本道をゆっくり一本道をゆっくり 銀銅山へ遡る銀銅山へ遡る

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ



道のすぐ下に道のすぐ下に 銀銅山から流れ下ってきた銅山川が見えるが、水量は少ない緩い流れ銀銅山から流れ下ってきた銅山川が見えるが、水量は少ない緩い流れ

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ



多田銀銅山への道多田銀銅山への道 2016.8.19.2016.8.19.

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ



多田銀銅山への道多田銀銅山への道 猪渕・肝川の集落への道との分岐猪渕・肝川の集落への道との分岐 11:2811:28
道の左手へ道の左手へ 銅山川に降りて渡り、さらに尾根を越えて銅山川に降りて渡り、さらに尾根を越えて 猪渕・肝川の集落への道との分岐猪渕・肝川の集落への道との分岐

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ



多田銀銅山への道多田銀銅山への道 2016.8.19.2016.8.19. 白金白金22丁目バス停からの丁目バス停からの22重螺旋階段重螺旋階段

かつての鉱山道はこの崖の上を通っていたようで、この崖上に沿ってかつての鉱山道はこの崖の上を通っていたようで、この崖上に沿って 少し登ったところに少し登ったところに 大阪口番所があったようだ大阪口番所があったようだ

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ



多田銀銅山への道多田銀銅山への道【【22】】 2016.8.24.2016.8.24.

パークタウンの中にある白金パークタウンの中にある白金22丁目バス停から西へ丁目バス停から西へ

住宅街を抜けて、崖の縁から螺旋階段を下りて、住宅街を抜けて、崖の縁から螺旋階段を下りて、
崖下の多田銀銅山の道へ合流崖下の多田銀銅山の道へ合流
かつてはこの崖の上に大阪口番所があったようだかつてはこの崖の上に大阪口番所があったようだ

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ



多田銀銅山への道多田銀銅山への道 【【22】】 白金白金22丁目バス停から丁目バス停から 螺旋階段へ螺旋階段へ 2016.38.24.2016.38.24.

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ



多田銀銅山への道多田銀銅山への道 【【22】】 白金白金22丁目バス停から丁目バス停から 螺旋階段へ螺旋階段へ 2016.8.24.2016.8.24.

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ



多田銀銅山への道多田銀銅山への道 銀山町集落の入口銀山町集落の入口 2016.8.19.2016.8.19. 1111::3434
螺旋階段からすぐに塀で囲まれた工場作業現場の横に猪名川町ふれあいバス銀山のバス停螺旋階段からすぐに塀で囲まれた工場作業現場の横に猪名川町ふれあいバス銀山のバス停 銀山町に入った。銀山町に入った。

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ



多田銀銅山への道多田銀銅山への道 2016.8.19.2016.8.19. かつての多田銀銅山の鉱山町「銀山」かつての多田銀銅山の鉱山町「銀山」 集落の入口集落の入口

すぐ 蛇行しただらだら坂の峠から家並がみえ、猪名川町銀山町の集落に入る

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ



多田銀銅山への道多田銀銅山への道 2016.8.19.2016.8.19. かつての鉱山町「かつての鉱山町「銀山町銀山町」」 の集落の中に入るの集落の中に入る

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ



多田銀銅山への道多田銀銅山への道 2016.8.19.2016.8.19. かつての多田銀銅山鉱山町「銀山」の集落の家並かつての多田銀銅山鉱山町「銀山」の集落の家並

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ



多田銀銅山への道多田銀銅山への道 2016.8.19.2016.8.19. かつての多田銀銅山の鉱山町「銀山」かつての多田銀銅山の鉱山町「銀山」 の集落の家並の集落の家並



多田銀銅山への道多田銀銅山への道 2016.8.19.2016.8.19. かつての多田銀銅山の鉱山町「銀山」集落の家並かつての多田銀銅山の鉱山町「銀山」集落の家並

多田銀銅山最盛期には吹屋などの家並が両側にびっしりで多田銀銅山最盛期には吹屋などの家並が両側にびっしりで 「銀山三千軒」と呼ばれたという。「銀山三千軒」と呼ばれたという。

銀山口から多田銀銅山へ銀山口から多田銀銅山へ



明治のレンガ積精錬所跡が見える悠久館前明治のレンガ積精錬所跡が見える悠久館前 多田銀銅山悠久広場多田銀銅山悠久広場 2016.8.192016.8.19....11:4011:40

多田銀銅山多田銀銅山walkwalkのセンターのセンター 悠久広場悠久広場



悠久の広場悠久の広場 2016.8.162016.8.16

多田銀銅山の資料館「悠久の館」多田銀銅山の資料館「悠久の館」 悠久の館の後悠久の館の後 銅山川の向こうに代官所跡銅山川の向こうに代官所跡

高台には明治の精錬所跡高台には明治の精錬所跡 その後ろには寛永年間の繁栄期を支えた大口間歩など多数の間歩がある険しい山その後ろには寛永年間の繁栄期を支えた大口間歩など多数の間歩がある険しい山

多田銀銅山多田銀銅山walkwalkのセンターのセンター 悠久広場悠久広場



明治明治4040年に建設された堀家製錬所跡の機械選鉱場のレンガ積み復元モデル年に建設された堀家製錬所跡の機械選鉱場のレンガ積み復元モデル

発掘調査で 機械選鉱場に並び製錬場があったことも確認されているが詳細不明 復元位置は正確でない

多田銀銅山多田銀銅山walkwalkのセンターのセンター 悠久広場悠久広場



南西の端から広場全体を眺める南西の端から広場全体を眺める この広場に明治の末この広場に明治の末 製錬場が作られたが、安定稼働の資料はないと聞く製錬場が作られたが、安定稼働の資料はないと聞く

溶鉱炉跡を眺めたかったのですがダメ。 かつてここに大きな溶鉱炉のレンガ煙突がそびえていたという。

多田銀銅山多田銀銅山walkwalkのセンターのセンター 悠久広場悠久広場



黄銅鉱には鉄含有量が多く、カラミは磁石で引っ付くのですが、黄銅鉱には鉄含有量が多く、カラミは磁石で引っ付くのですが、
この多田銅銀山のカラミは磁石に引っ付かず、この多田銅銀山のカラミは磁石に引っ付かず、 製錬に用いられた銀・銅鉱石の鉄分が少ない。製錬に用いられた銀・銅鉱石の鉄分が少ない。
銅より銀の取り出しに注力されたためか、選鉱過程でかなり鉄分が選別除去されたのかも銅より銀の取り出しに注力されたためか、選鉱過程でかなり鉄分が選別除去されたのかも?? ?? 
そういうとカラミがちょっと軽いと感じたのですが、そんなことによるのかもしれない。・そういうとカラミがちょっと軽いと感じたのですが、そんなことによるのかもしれない。・

多田銀銅山多田銀銅山walkwalkのセンターのセンター 悠久広場悠久広場



多田銀銅山多田銀銅山walkwalkのセンターのセンター 悠久広場悠久広場



多田銀銅山多田銀銅山walkwalkのセンターのセンター 悠久広場悠久広場



“悠久の館”
多田銀銅山の歴史を紹介する施設で 最盛期であつた江戸
時代を中心に絵図や古文書に示された多田銀銅の鉱山町や
間歩など銀銅山を構成する諸施設の配置分布などが解説展
示されている。
また、採取した鉱石や製錬工具や銀・銅製錬の解説や発掘調
査された諸施設の様子や多田銀銅山での銀・銅の製錬プロセ
スの展開などもパネル展示され、多田銀銅山 古代から現代
にいたるまでの多田銀銅山の歴史的役割が示されている。

内部は撮影禁止だったのですが、展示パネルのほとんどが
2014年11月 猪名川教育委員会で作成された資料「多田銀
銅山」に ほぼそのままの写真や図解等でまとめられている
ので、そちらを参照されたい。

多田銀銅山多田銀銅山walkwalkのセンターのセンター 悠久の館悠久の館



多田銀銅山の歴史 多田銀銅山多田銀銅山 悠久の館で悠久の館で 20142014年年1111月月 猪名川教育委員会で作成された資料「多田銀銅山」ほかより猪名川教育委員会で作成された資料「多田銀銅山」ほかより



多田銀銅山 悠久の館で 2014年11月 猪名川教育委員会で作成された資料「多田銀銅山」ほかより

銀や銅の鉱石・製錬・製品等の生産物流の管理する中心機能を持つ鉱山町銀や銅の鉱石・製錬・製品等の生産物流の管理する中心機能を持つ鉱山町 多田銀鉱山「銀山多田銀鉱山「銀山 & & 山下」山下」

多田銀銅山「銀山」多田銀銅山「銀山」



多田銀銅山 悠久の館で 2014年11月 猪名川教育委員会で作成された資料「多田銀銅山」ほかより

銀や銅の鉱石・製錬・製品等の生産物流管理する中心機能を持つ鉱山町銀や銅の鉱石・製錬・製品等の生産物流管理する中心機能を持つ鉱山町 「多田銀鉱山銀山」「多田銀鉱山銀山」



多田銀銅山 悠久の館で 2014年11月 猪名川教育委員会で作成された資料「多田銀銅山」ほかより

周辺の間歩から掘り出された銀・銅鉱石は「銀山三千軒」と呼ばれる鉱山町「銀山」の吹屋(生産工房)で
粗銅・銀に選鉱・製錬されて 大阪・江戸に送られた



多田銀銅山多田銀銅山walkwalkのセンターのセンター 悠久広場悠久広場



銀山橋を渡って奥の間歩を見に行く銀山橋を渡って奥の間歩を見に行く 2016.8.19.2016.8.19. 12:12:1155
悠久の館で色々教えてもらった後、広場の日陰で悠久の館で色々教えてもらった後、広場の日陰で 周辺を眺めながら昼食。周辺を眺めながら昼食。
昼食後昼食後 いよいよ間歩の見学へいよいよ間歩の見学へ
坑道の中に入れる青木間歩坑道の中に入れる青木間歩 大露頭が直に見られる台所間歩大露頭が直に見られる台所間歩

秀吉の隠し蔵秀吉の隠し蔵 瓢箪間歩を見に行く瓢箪間歩を見に行く

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山多田銀銅山 銀山橋のたもとにある高札場銀山橋のたもとにある高札場 2016.8.19.2016.8.19.

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山多田銀銅山 銀山橋のたもとにある高札場銀山橋のたもとにある高札場 2016.8.19.2016.8.19.

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山多田銀銅山 江戸時代江戸時代 一番繁栄していた鉱山町「銀山」本町一番繁栄していた鉱山町「銀山」本町 今は静かなもの今は静かなもの 2016.8.19.2016.8.19.
道左は山の崖が迫り、右を銅山川が流れ下る狭い谷間に家並がひしめいていたという。道左は山の崖が迫り、右を銅山川が流れ下る狭い谷間に家並がひしめいていたという。
右側に大口間歩のある大きな山があるのですが、道の両側は緑で遮られ、視界がひらけない。右側に大口間歩のある大きな山があるのですが、道の両側は緑で遮られ、視界がひらけない。

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山多田銀銅山 江戸時代一番繁栄していた鉱山町「銀山」本町江戸時代一番繁栄していた鉱山町「銀山」本町 甘露寺の入口周辺甘露寺の入口周辺 2016.8.19.2016.8.19.

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山多田銀銅山 江戸時代一番繁栄していた鉱山町「銀山」本町江戸時代一番繁栄していた鉱山町「銀山」本町 甘露寺の入口甘露寺の入口 2016.8.19.2016.8.19. 12:1912:19

甘露寺は甘露寺は ここから坂を上った山の上にある寺ここから坂を上った山の上にある寺
で、で、66世紀世紀に開かれたとに開かれたと伝えられてい伝えられているる。。
現在現在はは墓地と荒れたお堂が墓地と荒れたお堂があるだけですがあるだけですが、、

この鉱山町の繁栄をもたらした大口間歩など多くこの鉱山町の繁栄をもたらした大口間歩など多く
の間歩がある岩山の間歩がある岩山(225m 念力山)の姿全体が見の姿全体が見

える場所でしたが、大口間歩など多くの間歩があえる場所でしたが、大口間歩など多くの間歩があ
る正面は見えず。る正面は見えず。

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



崖上の甘露寺から視界が開けることを期待して崖上の甘露寺から視界が開けることを期待して 坂を上って崖の上に上る。坂を上って崖の上に上る。 2016.8.24.2016.8.24.
本町周辺の街道筋や銀山川対岸の念力山本町周辺の街道筋や銀山川対岸の念力山((大口間歩など良質の銀鉱脈で江戸期の繁栄を支えた山大口間歩など良質の銀鉱脈で江戸期の繁栄を支えた山))眺望を期待眺望を期待

多田銀銅山多田銀銅山 江戸時代一番繁栄していた鉱山町「銀山」本町江戸時代一番繁栄していた鉱山町「銀山」本町 崖上の甘露寺崖上の甘露寺 2016.8.24.2016.8.24.

甘露寺甘露寺

念力山念力山

大口
間歩本

町

金山彦神社金山彦神社

本堂はないが本堂はないが 銀銅山の人たちの集めた古い寺で銀銅山の人たちの集めた古い寺で この甘露寺の境内からもこの甘露寺の境内からも 念力山の姿は絵図のような形では見えませんでした念力山の姿は絵図のような形では見えませんでした



多田銀銅山多田銀銅山 江戸時代一番繁栄していた鉱山町「銀山」本町江戸時代一番繁栄していた鉱山町「銀山」本町 2016.8.19.2016.8.19. 12:1912:19

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山多田銀銅山 江戸時代一番繁栄していた鉱山町「銀山」本町江戸時代一番繁栄していた鉱山町「銀山」本町 2016.8.19.2016.8.19. 12:1912:19

広芝家に移築された元銀山代官屋敷の門広芝家に移築された元銀山代官屋敷の門

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



銀山川源流の合流点銀山川源流の合流点 西の番所と北の番所への道の分かれ西の番所と北の番所への道の分かれ 2016.8.19.2016.8.19.
銀山代官所の門がある広芝家の横の橋で銀山川は西と北との二手に分かれて遡る銀山代官所の門がある広芝家の横の橋で銀山川は西と北との二手に分かれて遡る
西へは家並みを抜け、滝口番所・ソエ峠への道西へは家並みを抜け、滝口番所・ソエ峠への道 北へはいよいよ狭い谷筋となり、青木間歩北へはいよいよ狭い谷筋となり、青木間歩 大所間歩大所間歩
瓢箪間歩を経て瓢箪間歩を経て 奥山口番所や田原口番所へと分け入ってゆく。奥山口番所や田原口番所へと分け入ってゆく。 橋を渡った角の合流点右手にはむ橋を渡った角の合流点右手にはむ
き出しの岩があり、平炉跡の案内板があり、その上には山の神き出しの岩があり、平炉跡の案内板があり、その上には山の神 金山彦神社が鎮座している。金山彦神社が鎮座している。

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



西の番所と北の番所へ遡る銀山川の合流点西の番所と北の番所へ遡る銀山川の合流点 角の高台には平炉跡の案内板が建つ角の高台には平炉跡の案内板が建つ 2016.8.19.2016.8.19.

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



銀山川源流の合流点に建つ平炉跡の案内板銀山川源流の合流点に建つ平炉跡の案内板 2016.8.19.2016.8.19.
河原にはカラミが多数散らばっていました河原にはカラミが多数散らばっていました

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



銀山川源流の合流点銀山川源流の合流点 西の番所と北の番所への道の分かれ西の番所と北の番所への道の分かれ 2016.8.19.2016.8.19.
この別れのすぐ北には多田銀銅山の山の神この別れのすぐ北には多田銀銅山の山の神 金山すく金山すくな彦な彦神社がありました神社がありました

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山の山の神多田銀銅山の山の神 金山彦神社金山彦神社 鳥居前鳥居前 南には大口間歩のある念力山が見える南には大口間歩のある念力山が見える 2016.8.19.2016.8.19. 12:2212:22
鳥居から長い石段の参道が本殿まで続いている鳥居から長い石段の参道が本殿まで続いている

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山の山の神多田銀銅山の山の神 金山彦神社金山彦神社 長い石段道を上り終えた境内長い石段道を上り終えた境内 2016.8.19.2016.8.19.

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山の山の神多田銀銅山の山の神 金山彦神社金山彦神社 社殿社殿 2016.8.19.2016.8.19.

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



金山彦神社からもとの街道へもどり、銀山川沿いの遊歩道を通って北の青木間歩へ金山彦神社からもとの街道へもどり、銀山川沿いの遊歩道を通って北の青木間歩へ 2016.8.19.2016.8.19.

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



青木間歩青木間歩 2016.8.19.2016.8.19. 1212::3434
昭和に入ってから機械掘りで採掘された間歩で、唯一内部昭和に入ってから機械掘りで採掘された間歩で、唯一内部がが一般公開一般公開されているされている

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



青木間歩青木間歩 坑道の中坑道の中 銅・銀鉱脈も見えているようですが、正確にはわからず銅・銀鉱脈も見えているようですが、正確にはわからず 2016.8.19.2016.8.19.

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



青木間歩青木間歩 2016.8.19.2016.8.19. すぐ上にある手掘りの坑道跡を見に行くすぐ上にある手掘りの坑道跡を見に行く

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



12:4712:47 さらに北へ街道を遡ってさらに北へ街道を遡って 大所間歩・瓢箪間歩へ大所間歩・瓢箪間歩へ

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



坑道内の水抜き痛風穴坑道内の水抜き痛風穴 2016.8.19.
青木間歩のすぐ近くですが、周辺には幾つも間歩があり、どの間歩につながっているのか、不明です青木間歩のすぐ近くですが、周辺には幾つも間歩があり、どの間歩につながっているのか、不明です

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



水抜き穴からすぐ水抜き穴からすぐ 台所・瓢箪間歩への道台所・瓢箪間歩への道((左左))とまっすぐ田原番所への街道とまっすぐ田原番所への街道((右右))の別れの別れ 12:412:499
左へ折れて左へ折れて 大露頭の見られる台所間歩・秀吉の隠し蔵瓢箪間歩へ向かう大露頭の見られる台所間歩・秀吉の隠し蔵瓢箪間歩へ向かう

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



昭和昭和4141--4848操業の日鉱多田鉱山事務所跡操業の日鉱多田鉱山事務所跡 2016.8.19.2016.8.19.
すぐ奥に見えるのが台所間歩の大露頭すぐ奥に見えるのが台所間歩の大露頭 13:0113:01

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山多田銀銅山 大露頭大露頭 2016.8.19.2016.8.19. 13:02

日鉱鉱山事務所跡を過ぎると目の前にむき出しの岩山が正面に立ちふさがった日鉱鉱山事務所跡を過ぎると目の前にむき出しの岩山が正面に立ちふさがった
案内標識には瓢箪間歩大露頭となっていましたが、すぐ横に台所間歩があり、どちらの間歩案内標識には瓢箪間歩大露頭となっていましたが、すぐ横に台所間歩があり、どちらの間歩
もこの露頭の鉱石を採掘する坑道だったと思われるもこの露頭の鉱石を採掘する坑道だったと思われる

鉱脈が地表に露出している部分を露頭とい鉱脈が地表に露出している部分を露頭といい、い、
多田銀銅山露頭では多田銀銅山露頭では 約約7,0007,000万年前、マグマ万年前、マグマ上昇により形成された上昇により形成されたマグマの上部にマグマの上部に溜まっていた溜まっていた金属金属等を等を溶溶
け込け込ませたませた熱水が熱水が、、非常に高い圧力によって岩の割れ目や断層に沿って上昇し、地表近くの浅い場所で冷や非常に高い圧力によって岩の割れ目や断層に沿って上昇し、地表近くの浅い場所で冷や
され、石英と共に銀、銅、鉛等され、石英と共に銀、銅、鉛等を含む鉱脈を形成を含む鉱脈を形成((熱水鉱床熱水鉱床))。その後の地殻変動でその部分が山となり、。その後の地殻変動でその部分が山となり、山山
の頂が浸食作用によって削られ、鉱脈が地表に現れの頂が浸食作用によって削られ、鉱脈が地表に現れてくる。これを露頭と呼ぶ。てくる。これを露頭と呼ぶ。

標準的なもので幅標準的なもので幅33～～66ｍ、大きいものはｍ、大きいものは1010ｍにもおよびｍにもおよび、すぐ近くには、すぐ近くには台所間歩台所間歩やや瓢箪間歩があ瓢箪間歩があるる。。

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山多田銀銅山 大露頭大露頭 2016.8.19.2016.8.19.

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山多田銀銅山 大露頭大露頭 2016.8.19.2016.8.19. 右手案内板すぐ横に台所間歩がある右手案内板すぐ横に台所間歩がある

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山多田銀銅山 大露頭大露頭 2016.8.19.2016.8.19. 13:02

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山多田銀銅山 大露頭大露頭 2016.8.19.2016.8.19. 13:02

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山多田銀銅山 大露頭大露頭 2016.8.19.2016.8.19.

黒ずんだ岩肌の中に白い細長い部分があるのが、地表に露出した石英脈のようだ

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山多田銀銅山 大露頭大露頭 2016.8.19.2016.8.19.

石英鉱脈の一例

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山多田銀銅山 大露頭大露頭 2016.8.19.2016.8.19. 右手案内板すぐ横に台所間歩がある右手案内板すぐ横に台所間歩がある

多田銀銅山大露頭の北端道脇にある台所間歩多田銀銅山大露頭の北端道脇にある台所間歩 2016.8.19.2016.8.19.

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



瓢箪間歩を見にさらに北へ瓢箪間歩を見にさらに北へ 2016.8.19.2016.8.19. 13:2013:20
道脇の谷川を渡ったところが徳久寺跡都の案内板道脇の谷川を渡ったところが徳久寺跡都の案内板 振り返ると台所間歩の入口が見えている振り返ると台所間歩の入口が見えている

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山多田銀銅山 瓢箪間歩瓢箪間歩 2016.8.19.2016.8.19. 13:3013:30

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



多田銀銅山多田銀銅山 瓢箪間歩瓢箪間歩 2016.8.19.2016.8.19. 13:3013:30

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



瓢箪間歩のすぐ奥が峠状の広場に見えたので行ってみました瓢箪間歩のすぐ奥が峠状の広場に見えたので行ってみました
が、廃屋とごみが散乱していたのでが、廃屋とごみが散乱していたので 今日はここでストップ。今日はここでストップ。
引き返すことにしました。引き返すことにしました。 2016.8.19.2016.8.19. 13:313:322

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



台所間歩台所間歩 13:3413:34 多田銅銀山露頭多田銅銀山露頭 13:3413:34 金山彦神社・「銀山」中町金山彦神社・「銀山」中町 13:3413:34

「銀山」中町「銀山」中町 13:5013:50銀山川源流の合流点銀山川源流の合流点 13:5013:50
銀山橋・悠久の館銀山橋・悠久の館 13:5413:54

鉱山町「銀山」入口鉱山町「銀山」入口 14:2114:21 広根で広根で 1414::4141
銀山口バス停銀山口バス停 1515::0202

街並・間歩見学街並・間歩見学walkwalk



1919日訪問時によくわからなかった点など日訪問時によくわからなかった点など 確かめに多田銀銅山を再訪確かめに多田銀銅山を再訪 2016.8.24.2016.8.24.

19日 多田銀銅山を訪れた際、地図と案内パンフを手に頭の中は 「江戸時代 繁栄した鉱山町の面影を残す「銀

山」の街並みや坑道に入れる間歩や銅の大露頭がみられること」ばかりに行くっていて、江戸時代の繁栄をもたらした
「大口間歩」について、実際はほとんど何も見ないで帰ってきたことや、銀・銅鉱石の製錬は鉱山町「銀山」の中で行わ
れたと聞きましたが、製錬遺構の情報は何も得なかったことに はたとに気が付いた。
また、銅製錬から出る製錬スラグ「カラミ」は通常銅鉱石に混じる鉄(例えば黄銅鉱)などにより、磁石に反応するのに

悠久の館で見た製錬スラグ「カラミ」が磁石に反応しなかったことも気にかかっていました。

また、新名神道路工事に伴う発掘調査で今年の4月現地説明会が実施された「猪谷間歩ヶ谷間歩群」の発掘調査資料

をインターネットで見つけ、鉱石の選鉱・製錬が間歩のすぐ前で行われていて、どうもたたら製鉄の製錬規模が随分異
なることにも興味津々。 現地も見たいし、新名神の工事現場も訪ねてみたい。

24日尼崎に行く用があったので、再度 多田銀銅山の悠久館を訪ねて、再度色々教えてもらおうと 24日の午後再度

多田銀銅山を訪ねました。

本本 町町

1.1.銀の大鉱脈が開坑された大口間歩の位置は銀の大鉱脈が開坑された大口間歩の位置は??
2.2.鉱山町「銀山」鉱山町「銀山」 江戸時代の製錬場江戸時代の製錬場((採銅所採銅所))がわからないがわからない
3.3.多田銀銅山の製錬スラグは磁石にくっつかないのか・・・・・多田銀銅山の製錬スラグは磁石にくっつかないのか・・・・・
4.4.猪谷間歩ヶ谷間歩群発掘現地猪谷間歩ヶ谷間歩群発掘現地

多田銀銅山の大露頭多田銀銅山の大露頭 2016.8.19.2016.8.19.



1919日訪問時によくわからなかった点など日訪問時によくわからなかった点など 確かめに多田銀銅山を再訪確かめに多田銀銅山を再訪 2016.8.24.2016.8.24.

本本 町町

インターネットで見つけた悠久の館建設当時の川向こうからの写真 念力山の形が絵図どおり

奈良の大仏の建造に銅をだしたとの伝承をはじめ、多田源氏や秀吉の隠し蔵と言われ、古くから銅・銀を産出してきた多田銀銅山。
昔からよく名前は知っているのですが、訪れたのは初めて。
一番繁栄したのは江戸時代の寛文年間。大口間歩で良質の大銀鉱脈が発見され、「銀山三千軒」と呼ばれる大鉱山町で採掘から
製錬そして物流まで行われ、幕府が直轄地として統制したという。その鉱山町「銀山」の様子や採掘から製錬の様子が細かく絵図
に描かれている。最近の発掘調査で、絵図で描かれた銀銅山の間歩や銀山町の様子がほぼ実際に即していることも分かってきた
という。 秀吉の瓢箪間歩とともに江戸期の繁栄を支えた「大口間歩」はどこなのだろうか?                                                         
絵図にはしっかり描かれているのですが、実感がない。 再度悠久館を訪ねて教えてもらう。
「悠久館広場前から奥へ続くその山が大口間歩のある念力山」だと。 余りにも近すぎて、全体の形が見えず、また、今は整備され
ておらず、案内地図にも記載されていない。(銀山川を挟んだ西の代官所跡からだと山の形が絵図に書かれた通り見えるが、今は
立ち入り禁止で入れない。) 」。

この広場の向こうの小山が大口間歩など
数多くの間歩が眠る山(225m 念力山)。
絵図には詳細に間歩の様子や位置が書かれ、
調査もされているが、険しい岩山、現在は道も
消えているので、よく知った人がいないと入る
のは危険だと。
銀山橋の北 金山彦神社周辺から山の形が
みえると・・・・。
悠久館では絵図がデジタル化されていてモニ
ターで拡大してみることができました

念力山

1.1.銀の大鉱脈が開坑された大口間歩の位置銀の大鉱脈が開坑された大口間歩の位置



西と北から流れ下る銀山川源流の合流点西と北から流れ下る銀山川源流の合流点

南側から かつて繁栄した鉱山町「銀山」の街道筋

北側側から かつて繁栄した鉱山町「銀山」の街道筋

多田銀銅山を再訪多田銀銅山を再訪 2016.8.24.2016.8.24.



この夏初めてこの夏初めて 土砂降りのにわか雨に見舞われる中、ちょっとソエ谷峠・滝口番所への西の土砂降りのにわか雨に見舞われる中、ちょっとソエ谷峠・滝口番所への西の
道にも入ってみました。道にも入ってみました。 入ってすぐのところにも崖の岩肌に間歩の穴がありました。入ってすぐのところにも崖の岩肌に間歩の穴がありました。

銀山川合流点から西へ源流に沿って銀山川合流点から西へ源流に沿って ソエ谷峠・滝口番所への道へソエ谷峠・滝口番所への道へ 2016.8.24.2016.8.24.

多田銀銅山を再訪多田銀銅山を再訪 2016.8.24.2016.8.24.



現在地★現在地★

土砂降りの雨の中土砂降りの雨の中 ソエ谷峠への道に入ってソエ谷峠への道に入って やっと正面にやっと正面に 双頭の念力山の姿が見られました双頭の念力山の姿が見られました 2016.8.24.2016.8.24.
この山の山中に江戸時代の多田銀銅山を支えた数多くの間歩が眠っているこの山の山中に江戸時代の多田銀銅山を支えた数多くの間歩が眠っている

多数の間歩が見える

多田銀銅山を再訪多田銀銅山を再訪 2016.8.24.2016.8.24.



2. 多田銀銅山の銀・銅生産遺構 吹屋はどこに?
「銀山」地区の中では「採銅所」と呼ばれるような大規
模な製錬場はなく、銀山川沿いに立ち並ぶ家並の中
煙抜きのある家が幾つか描かれていて、それが銀・銅
の製錬場である吹屋だと聞きました。 絵図の中で
田原口番所周辺 大口間歩麓大口町そんな吹屋をみ
つけました。吹屋の遺構調査についてはよくわからず。

屋根に煙抜きのある製錬場の吹き屋 ( 田原口番所周辺で)

本町本町にも吹屋があったというのですが、この絵図では不明にも吹屋があったというのですが、この絵図では不明

本町本町

大口
間歩金山彦神社

多田銀銅山を再訪多田銀銅山を再訪 2016.8.24.2016.8.24.



3.3.多田銀銅山の製錬スラグは磁石にくっつかないのか・・・・・多田銀銅山の製錬スラグは磁石にくっつかないのか・・・・・

銅製錬から出る製錬スラグ「カラミ」は通常銅鉱石に混じる鉄(例えば黄銅鉱)などにより、

磁石に反応するのに 悠久の館で見た製錬スラグ「カラミ」には磁石に反応しなかった。
精鉱され、鉄分の少ない銅鉱石がつかわれたのか・・・
銅だけでなく銀を取り出すことが重要な製錬であり、大量銅を取り出すプロセスとは温度管
理や炉の雰囲気環境も異なるので一概には言えないが、異なるチェックしておきたいと。
私がかつて山口長登銅山・生野銅銀山のカラミは磁石に引っ付くので 気になっています。

悠久館でもよくわからず、銀山川に沢山カラミが見つかる北の銀山川合流点の平炉下で
磁石に反応するか 調べてみました。

平炉跡が高台に残る銀山川合流点 背後に大口間歩のある念力山 2016.8.24. 河原には大小スラグがゴロゴロ転がっている

多田銀銅山を再訪多田銀銅山を再訪 2016.8.24.2016.8.24.



鉱石鉱石くずくず

製鋼スラグ製鋼スラグ((カラミカラミ))

途中で雨にやられて、ちょっと色が変化していますが、河原で磁石をいろんな鉱石くずや
製錬スラグ(カラミ)にあててみましたが、やっぱり磁石がくっつかず。

幾つも手に取って眺めていて 気が付いたのですが、私の知るカラミよりもちょっと軽いよ
うな気がする。手の平でちょっと重たい気がするのですが、それがない。 この多田銀銅
山の製錬はちょっと違うのか?  鉱石の選別が違うのか?

銅のカラミはどれも磁石に反応すると思っていましたが、ちょっと違うと。

多田銀銅山を再訪多田銀銅山を再訪 2016.8.24.2016.8.24.

睦夫
スタンプ



4.4. 猪谷間歩ヶ谷間歩群発掘現地を訪ねる猪谷間歩ヶ谷間歩群発掘現地を訪ねる

8月19日 多田銀銅山を訪ねた後、関係資料をインターネットで調べていて、偶然、多田銀銅山と同じ銅鉱脈「銀山親鉉銀山親鉉 （猪名（猪名
川水系）川水系） 仁頂寺－万善－銀山－差組－西多田仁頂寺－万善－銀山－差組－西多田 を結ぶ鉱脈を結ぶ鉱脈」に属する 「猪渕谷坑道群間歩ヶ谷支群 」の2015.3月に開催され

た発掘調査現地説明会資料を見つけました。
◎猪渕谷坑道群間歩ヶ谷支群 現地説明会資料

https://www.hyogoctc.or.jp/ctc/excavation/place/complete/ibutidani_koudou/ibutidanikoudou.pdf

場所は銀山口の一つ南のバス停 猪渕口から西へ 県道324号を猪渕の集落から宝塚市の切畑

へ向かう峠の手前のところ。現在新名神のトンネル工事現場
県道沿いの猪渕谷を越えてゆく大規模な新名神道路工事の最中の場所である。
先日もこの新名神の大規模な工事を興味津々で眺めていました。

現地説明会の資料やインターネットにアップされている動画によれば、二つの坑道周辺が
発掘調査され、17世紀後半 江戸時代の寛永年間の銅採掘坑道で、すぐ前で鉱石の選

鉱・製錬の施設遺構が出土。
採掘した鉱石を坑道のすぐ前に選鉱・製錬する施設があるのはめづらしいという。

この17世紀後半は すぐ北の多田銀銅山が最も繁栄した時期と重なっており、多田銀銅

山に行っても 具体的な銀銅山の選鉱・製錬の施設が見られなかっただけに興味深々。

この時代 繁栄をきわめた多田銀銅山でも 小さな吹屋が幾つもあり、その中で 銅・銀の生産が
小さな炉で生産されていたと聞いて 大規模な鉄山でのたたら製鉄のイメージとの差に戸惑ってい
たのですが、どうもたたら製鉄の製錬規模とは随分異なると理解できました。

もう 埋め戻されているでしょうが、現地も見たいし、また 新名神の工事現場も訪ねてみたいと、
多田銀銅山再訪の帰りに、猪渕の新名神高速道路現場を峠まで歩いてきました。

新名神道路建設が進む猪渕谷新名神道路建設が進む猪渕谷 2016.8.24.2016.8.24.



多田銀銅山から銀山口のバス停へ戻ってきたのは午後4時。 猪渕へは 川西への広い坂道県道12号を南へ一つ枝尾根を越え
た猪渕口に出て、新名神の工事が進む広い谷筋を少し登ったところである。地図とgoogle earthで 位置を確認しているので、
時間は遅いが、行けるだろう。ちょうどバスがあるので、猪渕口へはバスで峠を越える。
峠を越えて猪渕口のバス停を下りると、あわただしい騒音の中。眼前には新名神道路建設中の工事現場が広がる広根奥の谷の
交差点。 高架橋を挟んで巨大な壁が東西にのびている。 工事現場を見るといつもワクワク、気持ちが高揚して楽しい。

広根の銀山口バス停前 東側に田園を東西に抜ける工事中の新名神 南へ県道12の坂が峠を越えて猪渕口へ 2016.8.24.

猪渕谷の間歩発掘現地探して猪渕谷の間歩発掘現地探して 工事中の新名神高速道路に沿って歩く工事中の新名神高速道路に沿って歩く 2016.8.24.2016.8.24.

猪渕口バス停より、工事中の新名神沿い西へ 猪渕の集落を抜けて 宝塚市切畑への峠へ

猪渕口バス停前 眼前には新名神道路建設中の工事現場が広がる県道12号 広根奥の谷の交差点 2016.8.24.
東西に広がる新名神の工事現場に沿って 右へ猪渕から宝塚市切畑へ 猪渕谷を遡る県道324号線である

久しぶりに見て歩く工事現場に好奇心がメラメラ

新名神道路建設が進む猪渕谷新名神道路建設が進む猪渕谷 2016.8.24.2016.8.24.



新名神高速道路工事ルート図新名神高速道路工事ルート図 とと 現地説明会のあった猪渕谷現地説明会のあった猪渕谷11号間歩・号間歩・22号間歩の位置を勝手に推察号間歩の位置を勝手に推察

この新名神工事現場は広根の川西ICから西へ宝塚へ 猪渕谷を遡る県道324に沿って能勢・多田の銅・銀鉱脈が走る北摂の山間を抜けて行く地点。
今回 訪ねたい猪渕谷1号間歩・2号間歩の位置は事前に現説の資料や地図やgoogle earthでほぼ推定できましたが、なんせ新名神の大工事現場。

道路も付け替え工事も進んで現状が大きく変わり、遺跡現場もすでに埋め戻されているので、みつけられるかどうか・・・・・・・。
でも 一度見たかった新名神の工事現場。 地図を片手にぶらぶらを歩くのはたのしみ。

新名神道路建設が進む猪渕谷新名神道路建設が進む猪渕谷 2016.8.24.2016.8.24.



県道324号に入ると両側は巨大な新名神の土盛りがそびえ、その間を付け替え工事中の猪渕川と県道が谷を遡ってゆく。

でも 両側で巨大工事が進んでいるのに、騒音も小さく、粉塵もすくなく、工事現場も整然としている。
随分現場の工事も機械化が進んで スマートになったことにびっくり。

新名神の工事が進む 猪渕谷県道324 左の写真 西側 猪渕谷方面 右の写真 東側 猪名川・川西方面 2016.8.24.

猪渕の集落の入口 県道は集落の南を行くが、集落を通り抜けて、また、県道に合流する 2016.8.24.

新名神道路建設が進む猪渕谷新名神道路建設が進む猪渕谷 2016.8.24.2016.8.24.



猪渕の集落の西端から 東方面 工事中の新名神道路
を眺める 2016.8.24.

新名神道路建設が進む猪渕谷新名神道路建設が進む猪渕谷 2016.8.24.2016.8.24.



猪渕集落を出て県道を少し西に行った谷間猪渕集落を出て県道を少し西に行った谷間 猪渕谷猪渕谷 間歩ヶ谷間歩ヶ谷11号・号・22号間歩周辺号間歩周辺 2016.8.24.2016.8.24.

新名神道路建設が進む猪渕谷新名神道路建設が進む猪渕谷 2016.8.24.2016.8.24.



猪渕集落を出て県道を少し西に行った谷間猪渕集落を出て県道を少し西に行った谷間 猪渕谷猪渕谷 間歩ヶ谷間歩ヶ谷11号・号・22号間歩周辺号間歩周辺 2016.8.24.2016.8.24.

新名神道路建設が進む猪渕谷新名神道路建設が進む猪渕谷 2016.8.24.2016.8.24.



猪渕谷
間歩ヶ谷1号・2号間歩周辺

猪渕集落を出て 県道を少し西に行った谷間 猪渕谷坑道群1号・2号間歩周辺 2016.8.24.

このあたりだと思うのですが、県道の両側に点在する工事用入口や林へ通じる脇道も中へは入れず、また、工事関係者か
らは遺跡について わからず。 ただ、ここの奥の斜面の林の中に小さな祠が祭られていました。

新名神道路建設が進む猪渕谷新名神道路建設が進む猪渕谷 2016.8.24.2016.8.24.



宝塚市切畑への峠を新名神はトンネルで越えてゆく宝塚市切畑への峠を新名神はトンネルで越えてゆく トンネルの工事現場までやってきましたトンネルの工事現場までやってきました 2016.8.24.

さらに遡って 峠ちかく、現地説明会資料をみつけた間歩や銅選鉱・製錬遺構が出た猪渕谷坑道群間歩ヶ谷支群の
場所に向かう。ほぼ峠の現在 宝塚へ抜けるトンネル工事が行われている位置へ県道をのぼってゆく。



この峠のトンネル工事現場が現説資料にあった間歩や銅選鉱・製錬遺構が出たこの峠のトンネル工事現場が現説資料にあった間歩や銅選鉱・製錬遺構が出た
猪渕谷坑道群間歩ヶ谷支群猪渕谷坑道群間歩ヶ谷支群 2016.8.242016.8.24

工事現場へは残念ながら、入れてもらえず。 ここから引き返すことに

新名神道路建設が進む猪渕谷新名神道路建設が進む猪渕谷 2016.8.24.2016.8.24.



現説資料にあった間歩や銅選鉱・製錬遺構が出た現説資料にあった間歩や銅選鉱・製錬遺構が出た
猪渕谷坑道群間歩ヶ谷支群猪渕谷坑道群間歩ヶ谷支群 2016.8.242016.8.24

新名神道路建設が進む猪渕谷新名神道路建設が進む猪渕谷 2016.8.24.2016.8.24.



間歩や銅選鉱・製錬遺構が出た猪渕谷坑道群間歩ヶ谷支群間歩や銅選鉱・製錬遺構が出た猪渕谷坑道群間歩ヶ谷支群 現説資料現説資料 【【11】】 2014.3.2.2014.3.2.



間歩や銅選鉱・製錬遺構が出た猪渕谷坑道群間歩ヶ谷支群間歩や銅選鉱・製錬遺構が出た猪渕谷坑道群間歩ヶ谷支群 現説資料現説資料 【【22】】 2014.3.2.2014.3.2.



この峠のトンネル工事現場が現説資料にあった間歩や銅選鉱・製錬遺構が出たこの峠のトンネル工事現場が現説資料にあった間歩や銅選鉱・製錬遺構が出た
猪渕谷坑道群間歩ヶ谷支群猪渕谷坑道群間歩ヶ谷支群 2016.8.242016.8.24

新名神道路建設が進む猪渕谷新名神道路建設が進む猪渕谷 2016.8.24.2016.8.24.



再度 猪渕谷 間歩ヶ谷1号・2号間歩周辺まで下ってくる やっぱり このあたりだなあと 2016.8.24.
デジカメに収めた位置も 周辺には違いないのですが、 ちょっとずれているような気がしています。

新名神道路建設が進む猪渕谷新名神道路建設が進む猪渕谷 2016.8.24.2016.8.24.



2016.8.24. 17:40

新名神道路建設が進む猪渕谷新名神道路建設が進む猪渕谷 2016.8.24.2016.8.24.



小さい時から小さい時から よく名前は知っていた北摂川西の奥の多田銀銅山ですが、初めて訪れることができました。よく名前は知っていた北摂川西の奥の多田銀銅山ですが、初めて訪れることができました。
もっと深い山かと思っていましたが、近隣は大阪のベツトタウンとして、都市化が急速に進行中。もっと深い山かと思っていましたが、近隣は大阪のベツトタウンとして、都市化が急速に進行中。
今も新名神の工事が進む発展途上の地域。今も新名神の工事が進む発展途上の地域。 びっくりでした。びっくりでした。

坑道にも入れたし、山に登ることもなく銅鉱脈の大露頭が見れたのには本当にびっくり。一番の収穫。坑道にも入れたし、山に登ることもなく銅鉱脈の大露頭が見れたのには本当にびっくり。一番の収穫。

また、銅・銀製錬のプロセスが、繁栄した江戸時代になってもまた、銅・銀製錬のプロセスが、繁栄した江戸時代になっても 手作り工房感が強いのにもびっくりで、手作り工房感が強いのにもびっくりで、
鉱山町「銀山」も鉱山町「銀山」も たたら製鉄の鉄山とは随分印象が違うと。たたら製鉄の鉄山とは随分印象が違うと。

国の史跡に指定されたところで、キャッチフレーズばかりが、ちょっと先行しているイメージが強い。国の史跡に指定されたところで、キャッチフレーズばかりが、ちょっと先行しているイメージが強い。

奈良の大仏の銅奈良の大仏の銅 多田源氏・秀吉の埋蔵金多田源氏・秀吉の埋蔵金 そしてそして 南蛮吹も南蛮吹も いち早く取り入れたのが多田銀銅山とも。いち早く取り入れたのが多田銀銅山とも。
自然銅や酸化物鉱石が枯渇して衰退しながらも、硫化物原料を大量に使い再度繁栄に転じるなど技術的自然銅や酸化物鉱石が枯渇して衰退しながらも、硫化物原料を大量に使い再度繁栄に転じるなど技術的
な劇変も経験していることも初めて知りました。な劇変も経験していることも初めて知りました。
色々考えをめぐらすと面白い。色々考えをめぐらすと面白い。

また、銀銅山と同じ鉱脈が続く猪渕谷坑道軍間歩ヶ谷支群から坑道の前で鉱石処理から製錬までのまた、銀銅山と同じ鉱脈が続く猪渕谷坑道軍間歩ヶ谷支群から坑道の前で鉱石処理から製錬までの
銅取り出しの諸施設が見つかったのにも興味津々。銅取り出しの諸施設が見つかったのにも興味津々。 初めて目にする銅精錬遺構の写真にびっくりするし、初めて目にする銅精錬遺構の写真にびっくりするし、
銅製錬のイメージ銅製錬のイメージ 随分参考に。随分参考に。
猪渕谷の新名神建設現場沿いをたどってみましたが、残念ながら遺構を見られませんでした。猪渕谷の新名神建設現場沿いをたどってみましたが、残念ながら遺構を見られませんでした。
夏の暑いさなか、ゆったりと色々想像しながら、緑の中の山里の街道筋夏の暑いさなか、ゆったりと色々想像しながら、緑の中の山里の街道筋 ぶらぶら歩くと結構楽しい。ぶらぶら歩くと結構楽しい。
また、川西の街までまた、川西の街まで3030分足らずで、出れるのも魅力。分足らずで、出れるのも魅力。

22回にわたる回にわたる 銀銅山の鉱山町のぶらぶら歩き銀銅山の鉱山町のぶらぶら歩き
すごい夕立にも出会いましたがすごい夕立にも出会いましたが 楽しい多田銀銅山楽しい多田銀銅山WalkWalkでした。でした。

2016.8.30.2016.8.30. 多田銀銅山多田銀銅山walkwalkの資料を整理しながらの資料を整理しながら

摂津国の鉱物資源帯 能勢・猪名川 多田源氏・秀吉の隠し蔵多田源氏・秀吉の隠し蔵 「多田銀銅山」を歩く「多田銀銅山」を歩く



東大寺大仏の銅伝承が残る 摂津国の鉱物資源帯 能勢・猪名川

多田源氏・秀吉の隠し蔵「多田銀銅山」を歩く多田源氏・秀吉の隠し蔵「多田銀銅山」を歩く 2016.2016. 8.18.8.18.& 8.24.& 8.24.
最盛期の江戸時代の街道筋の景観や家並・多数の間歩(坑道)などがそっくりそのまま残る

また、すぐ近くで 銅の露頭がみられるのにもびっくりしました

参考追補資料



豊臣と徳川 潤したヤマ 多田銀銅山（時の回廊） 兵庫県猪名川町 日経新聞 2015/9/11 6:00

北摂の山中にある多田銀銅山が今秋、国史跡の指定を受ける。
兵庫県猪名川町や川西市、宝塚市など十数キロ四方に多数の小規模な鉱床が散在する鉱山
地帯で、近世や近代の遺跡が良好に残り、国内鉱業の歩みの一シーンを物語る。
江戸時代に代官所があった「銀山町」には現在、資料館「悠久の館」が立つ。近くにある青木間
歩（まぶ）（坑道）を訪ねた。道中、木立の間から坑道らしい穴があちこちのぞく。
青木間歩は唯一、内部を見学できる間歩だ。
現在の坑道は戦後に削岩機で広げたものだが、天井に小さな立て坑があった。
「江戸時代、手掘りで鉱脈を追った『ひおい掘り』の跡です」と猪名川町教育委員会文化財担当
の青木美香さんが教えてくれた。
照明に荒々しく削られた壁が浮かび、地下水が滴る。鏨（たがね）で岩を打つ響きが聞こえた気
がした

坑道内を散策できる青木間歩

。

■１１世紀から記録

多田銀銅山には東大寺の大仏造営の際に銅を献上した伝承があるが、
史料では11世紀の採鉱記録が最も古い。
最盛期は16世紀後半から18世紀前半。
豊臣秀吉が開発して大坂城の財政を潤したとされる。
万治３年（1660年）に良質な鉱脈が見つかると江戸幕府が直轄し、
代官所を置いた。

井沢英二・九州大名誉教授（鉱山学）によるとピーク時は推定で銀は
佐渡に、銅は足尾に次ぐ産出量を誇ったという。
吹屋（ふきや）（精錬所）が76軒も立ち、そのにぎわいぶりは「銀山三
千軒」と呼ばれた。 だが間もなく湧水のため採掘が難しくなり、高品
位鉱脈も枯渇。天和２年（1682年）に民間請負に変えられた。

平賀源内が訪れ、対策を探ったが良案はなかった記録がある。
それでも住民や民間企業が採掘を脈々と続け、
閉山したのは1973年だった。

インターネットより採取資料整理 http://www.nikkei.com/article/DGXLASHC07H2S_X00C15A9AA1P00/



多田銅銀山跡 探索 のpageより http://www.geocities.jp/i_windmill/ginzan/ginzan.html

多田銀銅山地区の間歩分布多田銀銅山地区の間歩分布 インターネットより採取資料整理



悠久の館 多田銅銀山の絵図 映像資料



江戸時代江戸時代 最盛期の銀山町間歩絵図最盛期の銀山町間歩絵図

銀山川が流れ下る狭い谷筋 道の両側に「銀山三千軒」と呼ばれた鉱山町とともに 当時の銀山を支えた大口間歩・瓢箪
間歩や代官所・金山彦神社(山の神) そして 銀山への4つの入口(番所) 【東:大阪口番所 南: 滝口番所 西:奥山口番
所 北:田原口番所】など当時の多田銀銅山の様子が描かれ、当時の繁栄ぶりがうかがえる。
(当時の銀山三千軒の中に、銀・銅精錬にかかわる吹屋が幾つもあったという)
現在の銀山町の家並は少なくなりましたが、当時の鉱山町を思い起こさせる景観がそっくりそのまま残っている。

悠久の館 多田銅銀山の絵図 映像資料



江戸時代江戸時代 最盛期の銀山町間歩絵図最盛期の銀山町間歩絵図 (1)(1)
江戸時代江戸時代 最盛期の銀山町下流の銀山町東部分最盛期の銀山町下流の銀山町東部分 大口間歩周辺大口間歩周辺

銀山町の中心で 代官所・高札場・本町には吹屋(銀・銅の精錬工房)などの家並みがびっしり並んでいる。

また、大口間歩は良質の鉱脈が発見され、再び繁栄のきっかけとなった間歩。 寛永年間の最重要間歩である。
絵図には 大口間歩周辺に多数の間歩が記されており、周辺間歩を含め、7口間歩と呼ばれた。

滝口番所

悠久の館 多田銅銀山の絵図 映像資料



江戸時代江戸時代 最盛期の銀山町間歩絵図最盛期の銀山町間歩絵図 (2)(2)
江戸時代江戸時代 最盛期の銀山町最盛期の銀山町 上流の銀山町西北部分上流の銀山町西北部分 瓢箪間歩周辺瓢箪間歩周辺

秀吉の馬印を掲げることを許されたと伝えられるほど大量の銀・銅を産出。秀吉・大阪を支え、秀吉の隠し蔵とも
呼ばれたほど。大口間歩とともに多田銀銅山の中心的間歩。

悠久の館 多田銅銀山の絵図 映像資料



多田銀銅山地区の間歩分布多田銀銅山地区の間歩分布 インターネットより採取資料整理



豊臣と徳川 潤したヤマ 多田銀銅山（時の回廊） 兵庫県猪名川町 日経新聞 2015/9/11 6:00

■「南蛮吹」を駆使
井沢名誉教授は「近世鉱業で重要な『南蛮吹（ぶき）』が発展する場となった」点を重視する。南蛮吹は銅鉱石から銀を分離する、
当時では最先端の精錬技術。大坂の吹屋で用いられていた最新技術が17世紀前半には多田でも駆使され、生野銀山に伝えた
ことが分かっている。大阪平野の中心からわずか約20キロの地の利が、技術導入につながったようだ。
採鉱から精錬までを図解した「摂州多田銀銅山鉑石吹立（はくせきふきたて）次第荒増（あらまし）」など様々な古文書類が現存し、
鉱山経営の実態と変遷が史料から確認できる点でも、貴重な遺跡だという。

猪名川町は15年前から遺跡の保存と活用を本格化。
一帯を踏査して14の間歩群を確認し、代官所跡や番所跡などを発掘した。

国史跡となり、さらに拍車がかかる見通しだ。
だが課題もある。一部の心ない人たちが私有地に無断で立ち入るなどして露頭や間歩
で鉱石を採取し、遺構を破壊する被害が深刻化している。
多田に残る秀吉の埋蔵金伝説もこうした行為の一因という。
町教委によると埋蔵金の在りかを記したと称する文書はどれも明治以降のもの。
採掘資金を調達しようと鉱脈の豊かさを誇張した言説が変容したようで、井沢名誉教授
は「全くの作り話」と断じる。
「価値ある文化財として正しく認識してもらい後世に残したい」と青木さんは話す。

「摂州多田銀銅山鉑石吹立次第荒増」に記された
「南蛮吹」の工程（猪名川町教育委員会提供）

近現代の精錬所跡が残る川西市郷土館
（兵庫県川西市）

鉱業近代化の遺構も

明治維新の後、各地の有力鉱山が官営化される中で、多田銀銅山は民間の手で採掘
が続けられた。
猪名川町には島根県の鉱山家、堀家が明治40年（1907年）に先進的な機械選鉱場と
精錬場を建設。第１次大戦後の銅価格暴落のため未完成に終わったが「官営鉱山とは
異なる鉱業近代化の試みとして貴重」と井沢英二・九州大名誉教授は指摘する。
れんが造りの遺構が資料館「悠久の館」の隣地に保存されている。

兵庫県川西市にも江戸時代は多田銀銅山の吹屋（精錬所）が集積し、明治以降も銅の
精錬が続けられた。
同市郷土館は昭和初期まで操業していた近代的な精錬所の経営者、平安（ひらやす）
家の旧邸宅を利用したもの。
敷地内には精錬所の遺構が残るほか、鉱山資料や発掘成果の展示室を設けてあり、
往時の様子を今に伝える。

インターネットより採取資料整理



新名神広根地区工事現場新名神広根地区工事現場 猪渕谷坑道群間歩ヶ谷群現地説明会資料猪渕谷坑道群間歩ヶ谷群現地説明会資料 平成平成2626年年33月月1414日日 よりより



坑口のすぐ前に隣接して、選鉱・焙焼・精錬の銅精錬坑口のすぐ前に隣接して、選鉱・焙焼・精錬の銅精錬
の諸施設があるのにびっくりしました。の諸施設があるのにびっくりしました。

平成平成2626年年33月月22日日 猪渕谷坑道群猪渕谷坑道群 間歩ヶ谷群間歩ヶ谷群 発掘調査現地説明会資料発掘調査現地説明会資料 & & 動画動画 よりより

猪渕谷坑道群猪渕谷坑道群 間歩ヶ谷群間歩ヶ谷群

多田銀銅山多田銀銅山



インターネット動画より採取インターネット動画より採取

猪名川町多田銀銅山坑道跡猪名川町多田銀銅山坑道跡 平成平成2626年年33月月22日日 発掘調査現地説明会発掘調査現地説明会 猪渕谷坑道群間歩ヶ谷群猪渕谷坑道群間歩ヶ谷群

https://www.youtube.com/watch?v=ApjIaRy01Ekhttps://www.youtube.com/watch?v=ApjIaRy01Ek などよりなどより



猪名川町多田銀銅山坑道跡猪名川町多田銀銅山坑道跡 猪渕谷坑道群間歩ヶ谷群猪渕谷坑道群間歩ヶ谷群 発掘調査現地説明会資料発掘調査現地説明会資料AA 平成平成2626年年33月月22日日



猪名川町多田銀銅山坑道跡猪名川町多田銀銅山坑道跡 猪渕谷坑道群間歩ヶ谷群猪渕谷坑道群間歩ヶ谷群 発掘調査現地説明会資料発掘調査現地説明会資料BB 平成平成2626年年33月月22日日



摂津国の鉱物資源帯 能勢・猪名川 多田源氏・秀吉の隠し蔵多田源氏・秀吉の隠し蔵 多田銀銅山を歩く多田銀銅山を歩く
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東大寺大仏の銅伝承が残る 摂津国の鉱物資源帯 能勢・猪名川

多田源氏・秀吉の隠し蔵「多田銀銅山」を歩く多田源氏・秀吉の隠し蔵「多田銀銅山」を歩く 2016.2016. 8.18.8.18.& 8.24.& 8.24.
最盛期の江戸時代の街道筋の景観や家並・多数の間歩(坑道)などがそっくりそのまま残る

また、すぐ近くで 銅の露頭がみられるのにもびっくりしました


